市 税 減 免 申 請 書個人住民税・国民健康保険税
固定資産税（住家）用


令和　　年　　月　　日　
坂　井　市　長　　様

　坂井市税条例第５１条及び７１条並びに坂井市国民健康保険税条例第２５条の２の規定により、市税の減免を申請します。

１　納税義務者
	住民票の
住所
	坂井市

	氏　名
	
	生年月日
	年　    月   　日

	連絡先
	日中連絡の取れる携帯電話番号等



２　申請の事由
	事由の生じた日
	事　　　　由

	　　令和８年８月２９日
	大規模な大雨災害



３　減免を受けようとする税目
	該当税目に○を記入
	税　　目

	
	令和８年度個人市民税・県民税（住民税）（森林環境税含む）

	
	令和８年度国民健康保険税

	
	令和８年度固定資産税（浸水被害を受けた住家）

	
	被災した住家所在地（住民票上の住所と異なる場合のみ記入）
坂井市


【注】個人市民税・県民税（森林環境税含む）及び固定資産税（浸水被害を受けた住家）の減免対象は、災害発生日以後に納期限が到来する当該年度の税額とし、翌年度以降に課税される税額については対象としない。住家とは、災害発生時において現実に居住のために使用していた建物。
国民健康保険税の減免対象は、災害発生日の属する月以後12月を経過する月までの間に係る保険税であって、災害が発生した日以後に納期限が到来する保険税。
該当税目に記入漏れがある場合は、申請内容及び課税情報等に基づき、市が減免対象となる税目を確認のうえ、審査及び決定を行います。

４　罹災証明書による被害の程度（罹災証明書の添付不要）
　　※床上浸水が減免の対象となります（床下浸水は減免の対象外です）
	被害の程度に○を記入
	住家の被害の程度

	
	一部損壊

	
	準半壊

	
	半壊

	
	中規模半壊

	
	大規模半壊


【注】被害の程度の記入漏れ、又は記載内容が罹災証明書の内容と異なる場合は、罹災証明書に記載された被害の程度に基づき、市が確認のうえ審査・決定します。

以下職員記入欄
	税　目
	申請受理税目
	写し回付日
	備考（コード）

	個人市民税・県民税
	□
	／
	

	国民健康保険税
	□
	／
	

	固定資産税
	□
	／
	



